
 
第１号様式 

 

住宅耐震改修補助金交付申請書 

 

令和〇〇年 〇月 〇日  

 

 （あて先）成田市長 

住  所 成田市赤坂〇〇番地        

申請者 氏  名 成田 一江    

                     電話番号 0476-26-〇〇〇  

 

 住宅耐震改修補助金の交付を受けたいので、下記のとおり申請します。 

 

記 

住宅耐震改修 

交 付 申 請 額 
     ９９８，０００ 円 （※1）   

住 宅 の 

所 在 地 
 成田市赤坂〇〇番地 

建築確認等年

月日及び番号 
 昭和〇〇年 〇月 〇日 第  〇〇〇号 

登 記 年 月 日  昭和〇〇年 〇月 〇日登記 

耐震改修区分 

 ☑ 木造住宅耐震改修に係るもの 

  （二段階耐震改修に係るものを除く。） 

 □ 非木造住宅耐震改修に係るもの 

 二段階耐震改修のうち 

 □ 一段階目耐震改修に係るもの 

   □ 上部構造評点 各階 ０．７以上 

   □ 上部構造評点 １階 １．０以上 

 □ 二段階目耐震改修に係るもの 

交 付 申 請 額 

算 出 の 基 礎 

設計費，工事監理費及び工事費 

  補助対象経費（見積額） 

   ・設計費       ２１０，０００ 円（Ａ） 

   ・工事監理費      ５７，５００ 円（Ｂ） 

   ・工事費       ９８０，０００ 円（Ｃ） 

  補助金の額の算定 

   ・（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）×4／5＝９９８，０００円（Ｄ） 

   ・限度額      １，１５０，０００円（Ｅ） 

※二段階改修の場合は， ５７５，０００円 

（段階あたりの限度額） 

   ・補助金の額 Ｄ又はＥのいずれか少ない額 

           ９９８，０００ 円（Ｆ）（※2） 

    （交付申請額は１，０００円未満切り捨て） 

代 理 受 領 

の 予 定 
□ 有 ・ ☑ 無 

※2と同じ額 

二段階耐震改修工事の場合

は記入してください。 

署名または記名押印とし、一連の手続

きで統一してください。 

記名押印の場合は、使用する印は同一

のものとしてください。 



 

事業予定期間 

着手  〇年 〇月 〇日 ～ 完了  〇年 〇月 〇日 

二段階目耐震改修の事業予定     年   月 

※一段階目耐震改修を申請する場合のみ記入 

住 宅 の 概 要 

用 途 
☑住宅 
□併用住宅（住宅部分の床面積     ｍ２） 

構 造    〇造 一部    造 

階 数 地上  〇階 地下  階 

敷地面積 建築面積 延べ面積 

〇〇ｍ２ 〇〇ｍ２ 〇〇ｍ２ 

増 築 の 有 無 

□増築あり     ｍ２ 時期（    年  月頃） 

概要： 

 

住 宅 の 耐 震 

診 断 の 結 果 

耐震診断補助金交付 

 ☑あり  □なし 

耐震診断を行った時期   〇年 〇月 〇日 

耐震診断の方法    〇〇診断法  

構造耐震指標       〇〇   

耐震診断を行った建築士名     大栄 太郎   

 資格（ 〇〇）建築士（ 〇〇）登録第 〇〇号 

建築士事務所名             

 資格（〇〇）建築士事務所（〇〇）知事登録第 〇〇号 

耐 震 改 修 

の 目 標 

木造住宅 

☑上部構造評点を１．０以上にする改修 

□住宅全体の上部構造評点を０．７以上にする改修又は１

階の上部構造評点を１．０以上にする改修 

非木造住宅 

□耐震診断指針（※3）に基づく地震に対する安全な構造と

する 

建築基準法第

3 章 の 規 定 

☑補助対象となる建築物は、補助金交付申請のときに建築

基準法第 3 章の規定に抵触していない 

設 計 者 
 建築士名      大栄 太郎   

 住宅耐震診断士名簿の登録番号   〇〇番 

工 事 監 理 者 

 ☑設計者と同じ 

 □設計者と異なる（該当する場合に次のとおり記入） 

  建築士名               

  住宅耐震診断士名簿の登録番号    番 

（添付書類） 

□申請者の市税の納付状況を確認できる書類 

□住宅の所有者が複数の場合にあっては、交付申請者以外の所有者の全員が

耐震改修の同意をしたことを証する書類 

□住宅に係る登記事項証明書又は当該住宅の所有者が確認できる書類（※

4） 

□住宅に係る建築確認通知書若しくは確認済証の写し又は当該住宅の着工年

月日が確認できる書類（※5） 

□耐震改修前の耐震診断の結果報告書（※6） 

申請者の記入は

ここまでです。 

耐震診断結果報告書又は

耐震診断を行った者に確

認して記入ください。 



 
□住宅の耐震改修に係る設計に要する費用の見積書又はその写し 

□住宅の耐震改修に係る工事監理に要する費用の見積書又はその写し 

□住宅の耐震改修に係る工事に要する費用の見積書又はその写し 

□その他市長が必要と認める書類 

注 

 1 ※1 及び※2 は，同じ数値を記入してください。 

 2 ※3 建築物の耐震診断及び耐震改修の促進を図るための基本的な方針

（平成 18 年国土交通省告示第 184 号）別添第 1 建築物の耐震診断の指針 
 3 ※4～6 本申請と成田市住宅耐震診断等補助金交付規則による耐震診断

が同一年度で実施される場合は，書類を省略することができます。 

  
添付書類の欄は記入

しないでください。 



 

第３号様式 

住宅耐震改修設計終了報告書 

 

令和〇〇年 〇月 〇日 

 

 (あて先)成田市長 

 

住 所 成田市赤坂〇〇番地  

報告者               

氏 名 成田 一江      

 

 令和〇〇年 〇月 〇日付け成田市指令第 〇〇〇号で決定のあった住宅耐

震改修補助金に係る設計を終了したので報告します。 

 

記 

 

1 耐震改修の工事後に期待できる耐震性 

  耐震診断の方法   〇〇〇       

  構造耐震指標    〇〇〇       

 

 

 

 

2 添付書類 

 (1) 耐震改修に係る設計図書であって，次に掲げるもの。ただし，第４条

第２項第２号に規定する補助金の交付を受けようとするときは，次に掲げ

る図書を一段階目耐震改修及び二段階目耐震改修ごとに作成したもの 

 ア 耐震改修に係る工事費の見積書の作成にあたって必要となる補強 

計画書 

 イ 補強計画図 

 ウ 耐震改修後の耐震診断の結果報告書 

 (2) その他市長が必要と認める書類 

交付決定通知書の右上の番号

を記入してください。 



 

第４号様式 

住宅耐震改修補助金変更申請書 

 

令和〇〇年 〇月 〇日 

 

 (あて先) 成田市長 

 

住 所 成田市赤坂〇〇番地  

申請者               

氏 名 成田 一江      

 

 令和〇〇年 〇月 〇日付け成田市指令第〇〇〇号で決定のあった住宅耐震

改修補助金に係る耐震改修の内容について、下記のとおり変更したいので申請

します。 

記 

1 変更の内容 

☑交付申請額 

変更前  ９９８，０００ 円      

変更後 １０００，０００ 円 (※1)  

変更後の交付申請額算出の基礎 

設計費、工事監理費及び工事費 

  補助対象経費（見積額） 

   ・設計費        ２１０，０００円（Ａ） 

   ・工事監理費       ６０，０００円（Ｂ） 

   ・工事費      １，２００，０００円（Ｃ） 

  補助金の額の算定 

   ・(Ａ＋Ｂ＋Ｃ)×4／5＝１，１７６，０００円（Ｄ） 

   ・限度額      １，１５０，０００円（Ｅ） 

※二段階改修の場合は、５７５，０００円 

（段階あたりの限度額） 

   ・補助金の額 Ｄ又はＥのいずれか少ない額 

           １１５０，０００円（Ｆ）(※2) 

□構造耐震指標 

変更前  

変更後  

□事業予定期間 

変更前 
着手      年  月  日 

完了      年  月  日 

変更後 
着手      年  月  日 

完了      年  月  日 

変更がある項目

をチェックして

ください。 
※2 と同じ額 



 

□設 計 者 

変更前 
 建築士名               

 住宅耐震診断士名簿の登録番号  番 

変更後 
 建築士名               

 住宅耐震診断士名簿の登録番号  番 

□工事監理者 

変更前 

□設計者と同じ 

□設計者と異なる 

建築士名               

住宅耐震診断士名簿の登録番号   番 

変更後 

□設計者と同じ 

□設計者と異なる 

建築士名               

住宅耐震診断士名簿の登録番号   番 

2 変更の理由 

  〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇。 

(添付書類) 

変更に係る書類 

  ・木造住宅の耐震改修に係る工事監理に要する費用の見積書の写し 

  ・木造住宅の耐震改修に係る工事に要する費用の見積書の写し 

注 

 1 ※1及び※2は，同じ数値を記入してください。 

 2 変更前後は，変更のある箇所のみ記入してください。 



 

第６号様式 

 

住宅耐震改修中止届 

 

令和〇〇年 〇月 〇日 

 

(あて先)成田市長 

 

住 所 成田市赤坂〇〇番地  

届出者               

氏 名 成田 一江      

 

 令和〇〇年 〇月 〇日付け成田市指令第 〇〇〇号で決定があった住宅耐

震改修補助金に係る耐震改修について、下記の理由により中止するので届け出

ます。 

 

記 

 

1 中止の理由 

 

  例）現在住んでいる住宅を建て替えることにしたため。    



 

第７号様式 

 

住宅耐震改修実績報告書 

 

令和〇〇年 〇月 〇日 

 

(あて先)成田市長 

 

住 所 成田市赤坂〇〇番地  

報告者               

氏 名 成田 一江      

 

 令和〇〇年 〇月 〇日付け成田市指令第 〇〇〇号で決定のあった住宅耐

震改修補助金に係る実績について、下記のとおり報告します。 

記 

1 住 宅 の 所 在 地   成田市赤坂〇〇番地  

2 耐震改修の事業期間   着手 令和〇〇年  〇月  〇日 

完了 令和〇〇年  〇月  〇日 

3 補 助 対 象 経 費        １，４７０，０００ 円 

4 補 助 金 交 付 決 定 額        １，１５０，０００ 円 

5 添 付 書 類 

 (1) 工事監理の状況を記した報告書 

 (2) 工事を行う部位ごとの工事着手前、施工中及び工事完了後の状況を示

す写真 

 (3) 使用した材料の寸法及び仕様を示す写真及び書類 

 (4) 住宅の耐震改修の設計に係る契約書の写し及び当該設計に要した費用

の領収書の写し 

 (5) 住宅の耐震改修の工事監理に係る契約書の写し及び当該工事監理に要

した費用の領収書の写し 

 (6) 住宅の耐震改修の工事に係る契約書の写し及び当該工事に要した費用

の領収書の写し 

 (7) 施工者の要件を満たしていることを証する書類 

 (8) その他市長が必要と認める書類 



 

第９号様式 

 

住宅耐震改修補助金交付請求書 

 

令和〇〇年 〇月 〇日 

 

(あて先)成田市長 

 

住 所 成田市赤坂〇〇番地  

請求者               

氏 名 成田 一江      

 

 令和〇〇年 〇月 〇日付け成田市達第 〇〇〇号で確定のあった住宅耐震

改修補助金について、下記のとおり請求します。 

 

記 

 

請 求 額 １，１５０，０００円        

振込先 

金融機関名 

銀行・農協  

信 用 金 庫  

本店・支店  

支 所   

口 座 種 別 普通 ・ 当座 

口 座 番 号  〇〇〇 

フ リ ガ ナ  ナリタ カズエ 

 
口座名義人  成田 一江 

 

〇〇〇 

成田 

補助金確定額を記入

してください。 



 

 

第１０号様式 

委任状 

年  月  日 

 （あて先）成田市長 

住 所          

委任者             

氏 名          

私は、成田市住宅耐震改修補助金           円について、下記

の者に受領の権限を委任します。 

記 

（受任者） 

住 所                

氏 名                

電 話 番 号                

（法人にあっては、主たる事業所の所在地、 

名称及び代表者の氏名） 

 

振込先 

金 融 機 関 名 

銀行・農協 

信 用 金 庫 

本店・支店 

支所 

口 座 種 別 普通 ・ 当座 

口 座 番 号  

フ リ ガ ナ  

口 座 名 義 人  

 

 


